らな いんだけ ども、 京都へ 初めて ハ$ つた 時 は 十二月で、 

しちで う 

その 時分 は、 七条の 停車場 も 今よ リ小 さかった し、 

からす まると ほり しでう とほり せま 

烏 丸 の 通 だの 四 条の通 だのがず つと 今より 狭 かつ 

た。 でさう いふ 古ぼけた 京都 を 知って ゐる だけ だが、 

あ ひだ しぐれ 

その 古ぼけた 京都に 滞在して ゐる 間に 二 三度 時雨に 

あった こと を おぼえて ゐる。 殊に 下賀 茂の 轧の 森で 

しぐれ ちゃう ど 

あった 時雨 は、 丁度 朝 焼が して ゐ ると すぐに 時雨れ て 

来たんで、 甚だ 風流な 気がした の を 覚えて ゐる。 時雨 

や は かすが やしろ 

といへば 矢張り 其 時、 奈 良の 春 日の 社で 時雨に あ ひ、 

その 時雨の 霽れる の を ま つ 間 お 神楽 を あげた ことが 

やまと ごと さう 

あった。 それ は 古風な 大和 琴 だの 筝 だのと いふ 楽器 を 



ひ はかま 

鳴らして、 緋の袴 を はいた 小さな —— 非常に 小さな 

I 巫女が 舞 ふの が、 矢張り 優美だった とい ふ 記憶が 

のこって ゐる。 勿論 其 時分 は 春 日の 社 も 今の やうに 

修 覆が 出来なかった し、 全体が もっと 古ぼけて きたな 

かった から、 それだけ よかった とい ふ訣 だ。 さう いふ 

京都と か奈 良と かいふ 処は 度々 ゆく が、 冬と いふと ど 

あざ や 

う も その 最初の 時の 記憶が 一 番鮮 かな やうな 気がす 

る。 

かま くら すま よこす か かよ 

それから 最近に は 鎌 倉に 住って 横須賀 の 学校 へ 通 ふ 

やうに なった から、 東京 以外の 十二月に も 親しむ こと 

が 出来た とい ふわけ だ。 その 時分の 鎌 倉 は 避暑客の や 



出来栄えに は 比例 しないの だから、 勿論 新年号の 小説 

は 何時も 傑作が 出来る とい ふ 訣には ゆかない。 

(大正 六 年) 
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